
白色光コロナの測光とＣＭＥ

花岡 庸一郎

(国立天文台)

パームコーブでの日食の様子



測光用データ
• 2009年以来、白色光コロナの輝度を求めるため、アマチュアの皆

さんにも観測を呼びかけ
– 普通の撮影に加え、較正用データを合わせて撮ってもらい、科学的

解析に使えるデータとする
– 今回データをお借りした方
– マリーバ 坂井さん
– ぱしふぃっくびーなす

大越さん、中澤さん、塩田さん

• 他の方からもデータ提供の意思の連絡を頂きました。皆さんに感
謝します。

• CMEの解析でも同じ較正が必要、これらのデータは他では得られ
ない重要性



マリーバ・ぱしふぃっくびーなすの比較

NASA日食ウェブページより

マリーバ

ぱしふぃっくびーなす

約35分の差

マリーバでのコロナ画像(坂井さん)
ぱしふぃっくびーなすでのコロナ画像

(大越さん)



昔の皆既日食時のCMEの観測

• CMEだったのでは、と後から推定される例は
いくつもある

1860年日食のスケッチ
(Tempelによる、
Ranyard 1879 / Eddy 
1974)

複数個所での観測
(Ranyard 1879 / Eddy 
1974) 大西洋での観

測と比較して、変化が
見られる



デジタル時代にとらえたCME
• 皆既中にCMEの変化まで捉えたのはおそらく
初めて

– CME前面の400kms-1弱での移動が見えている

大越さんの画像による輝度と差分のムービー



CMEのより詳しい解析

• マリーバとぱしふぃっくびーなすの観測の詳
細比較
–それぞれ位置合わせをしながらコンポジット

– カメラごとに非線形性を補正

–低高度のマリーバでの画像の大気差補正

–異なる光学系による画像の向き・スケール合わ
せ(観測中の像の大きさの変化も考慮)

–部分食画像と比較して輝度を較正(フィルター濃
度測定のための装置の設定に問題がありやり直
し→0%設定にふらつきがあることがわかりさらに
対処を検討中)
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Nikon D800

カメラA/D出力
の非線形性

ISO感度設定によって
も変わるようである



マリーバ→ぱしふぃっくびーなすの相対変化

CME
物質の減少



他の観測との比較
• SDO/AIA Fe  XVI 335Å(6.4MK)(極端紫外線に
よるコロナ観測)

20:48UT
マリーバ 20:39UT

21:02UT
フレアM2.8 20:54UT

21:18UT
ぱしふぃっくびーなす 21:14UTフレア発生 わずかな減光

フレアに関連するプラズマの上昇によるCMEと考えられる(リム付
近からの放出ではない)。またかなり上空からの放出

フレア時の位置



衛星コロナグラフによる観測

太陽

地球・SDO・SOHO

STEREO-B
STEREO-A

600kms-1程度



CMEの物理量

CME
物質の減少



結果

• 部分食画像を基準にしてコロナの明るさの較
正を行う

• CMEの部分の輝度(太陽光の散乱強度)から、
物質の量がわかる

• 質量 3x1011 kg (典型的には1012kg程度)

• 上昇速度 400km s-1弱(投影) 、実際には
600kms-1程度 (典型的には数百kms-1)

• 平均的な上昇速度だが小規模なCME



日食で見えるコロナ(衛星観測で見えない
コロナ)はCMEの巣？

SOHO/LASCOによる14日(日食後)の様子



白色光コロナの全輝度

• 部分食画像と
比較して求め
たコロナ全体の
明るさ

• 極大近い時期
としてはやや暗
い

2009
2008

20世紀におけるコロナ全輝度(1.03-6Rsun)
のcycle variation Rusin 2000

極小 極小極大

2012


